
背景
 動物やヒトがストレスを受けたり不安を感じたりする
と、異常行動や問題行動として現れます。

 同じ動きを繰り返す常同行動は、自閉症や統合失調症、
ADHDなど精神疾患の患者さんにも共通して発現しま
す。

 異常行動は脳の神経伝達異常が原因であることが示唆
されています。

 栄養素は脳の神経伝達をコントロールしています。ま
た、疾患のバイオマーカーの役割も担っています。

目的
 異常行動が発現するメカニズムを解明します。
 栄養学的アプローチによる予防または緩和を目指しま
す。

 バイオマーカーとして有用な栄養素の探索を行い、疾
患の早期発見を目指します。

主な成果
 多動性や記憶・学習能力がアミノ酸代謝の差異による
可能性を明らかにしました。

 環境的要因から生じる常同行動のモデル動物の作出を
行いました。

 3次元で行動を捉える装置を用いることで常同行動の
新規評価法の確立を行いました。

 イヌ・ネコの乳腺腫瘍のバイオマーカーとしてアミノ
酸が有用であることを明らかにしました。

疾患予防のための行動栄養学
動物行動学と動物栄養学を組み合わせた、疾患に対する新しい予防または
緩和法の提案
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研究概要

連携への展望
【食品産業との連携】サプリメントや機能性食品などへ
の応用を提案します。
【医療との連携】動物病院や医療機関と連携し動物やヒ
トの疾患のバイオマーカーの探索を行います。

アピールポイント
動物の行動から異常を見抜くとともに、疾患のメカニズム解明および早期発
見・予防に繋げることができる栄養素の探索を行います。

モーションキャプチャカメラを用いた
常同行動の新規評価法の確立
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伴侶動物、動物園動物およびヒトを対象とした
疾患のバイオマーカー探索

血液・尿・体毛
などのサンプル

栄養素分析

農学部

いけだ ひろみ

4方向から撮影→立体的に捉えることが可能

常同行動を引き起こす
スイッチの探索
(神経基盤の特定)

工学・薬学・獣医学分野との連携

多様なデバイスを用いた
行動評価法の確立
(ドローン、3Dカメラ
バイオロギング 等)

AIやプログラミング
による解析


	スライド番号 1

